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SW-U1403 (B)

システムコントロールユニット

取扱説明書型 

名

お買い上げありがとうございます。
ご使用の前にこの「取扱説明書」と別冊の「安全上のご注意」
をお読みのうえ、正しくお使いください。
特に「安全上のご注意」は必ずお読みいただき、安全にお
使いください。
お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必
要なときお読みください。
製造番号は品質管理上重要なものです。お買い上げの際
は本機に製造番号が正しく記されているか、またその製
造番号と保証書に記載されている製造番号が一致してい
るかお確かめください。
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本機とリモートコントロールユニット（RM-P1000）およ
びコンビネーションカメラ（TK-S685、TK-S686B、TK-
S625 など）と組み合わせた場合の特長です。

CCU を使用せず、コンビネーションカ
メラ、同軸多重ビデオカメラが接続可能
カメラコントロールユニット（CCU）内蔵のため、コンビ
ネーションカメラ（TK-S685、TK-S686B、TK-S625 な
ど）、同軸多重型ビデオカメラ（TK-S850 など）が最大 4 台
まで（カスケード接続で最大16台まで）接続できます。

リモートコントロールユニット2台接
続可能
リモートコントロールユニット（RM-P1000）を2台まで接
続することができ、2か所から制御が行えます。

最大1600ポジションまで設定可能
カメラ 1 台に最大 256 ポジションの設定ができ、カスケー
ド接続時、最大16カメラシステムで1600ポジションの設
定ができます。

特長 この取扱説明書の見かた　　　　　 
■本文中の記号の見かた
ご注意 : 操作上の注意が書かれています。

メモ : 機能や使用上の制限など、参考になる内容
が書かれています。

: 参考ページや参照項目を示しています。

■本書記載内容について
● 本書で記載していますリモートコントロールユニット
“RM-P1000”とは (B) バージョンの商品であり、本文
中ではRM-P1000(B)を”RM-P1000”と表現してい
ます。

● 本書で記載していますシステムコントロールユニット
“SW-U1403”とは (B) バージョンの商品であり、本文
中ではSW-U1403(B)を“SW-U1403”と表現してい
ます。

● 本書で記載していますハードディスクレコーダー“VR-
509”とは (B) バージョン以降の商品であり、本文中で
は次の機種を“VR-509”と表現しています。
● VR-509(B)
● VR-509B(B)
● VR-509N(B)
● VR-509BN(B)
● VR-509DN

● 本書で記載していますハードディスクレコーダー“VR-
516”とはVR-516/VR-516Bの(B)バージョン以降
の商品であり、本文中では次の機種を“VR-516”と表
現しています。
● VR-516(B)
● VR-516B(B)
● VR-516C
● VR-516D
● VR516(D)

● 本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部、または
全部を弊社に無断で転載、複製などを行うことは禁じ
られています。

● 本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商
標、または登録商標です。本書では TM、® 、 © などの
マークは省略してあります。

● 本書に記載されたデザイン、仕様、その他の内容につい
ては、改善のため予告なく変更することがあります。
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保管および使用場所
■次のような場所に置かない
誤動作や故障原因になります。
･ 許容動作温度（0℃～ 50℃）範囲外の 暑いところや
寒いところ

･ 許容動作湿度（30% ～ 80%）範囲外の湿気の多いと
ころ

･ 変圧器やモーターなど強い磁気を発生するところ
･ トランシーバーや携帯電話など電波を発生する機器の
近く

･ ほこりや砂の多いところ
･ 振動の激しいところ
･ 窓ぎわなど水滴の発生しやすいところ
･ 放射線やＸ線、および腐食性ガスの発生するところ

取り扱いについて
■機器を重ねて使用しない
お互いの熱やノイズの影響で誤動作したり故障したり、火
災の原因となることがあります。

■通風孔をふさがない
通風孔をふさぐと、内部の熱が逃げないので火災の原因と
なります。本機を横倒し、逆さま、あお向けの状態で使用
しないでください。

■本機の上に物を置かない
テレビモニターのような重いものや、本機からはみ出るよ
うな大きなものを置くとバランスが崩れて倒れたり、落ち
たりしてケガの原因になることがあります。

■本機の上に乗らない、ぶら下がらない
倒れたり、こわれたりしてけがの原因となることがありま
す。特に小さいお子様には注意してください。

■本機の上に水の入ったもの（花瓶、植木鉢、コップ、化粧品、
薬品など）を置かない
機器の内部に水が入ると、火災や感電の原因となります。

■内部に物を入れない
通風孔などから、金属類や燃えやすいものなどを入れると
火災や感電の原因となります。

お手入れについて
■本機はやわらかい布でふいてください。
シンナーやベンジンでふくと表面が溶けたり、くもったり
します。汚れがひどいときは、水でうすめた中性洗剤を布
につけてふき、あとでからぶきしてください。

移動について
■移動するときは接続コード類を外す
移動するときは、電源を切り、必ず電源プラグをコンセン
トから抜いてください。
コードが傷つき、火災や感電の原因となることがありま
す。

省エネについて
■長時間使用しないときは、安全および節電のため、電源プ
ラグを抜いてください。

電源コードについて
■電源コードの上に重いものを乗せたり、コードを本機の下
敷きにしない。
コードが傷ついて、火災・感電の原因となります。

その他
■本機に下記のコンビネーションカメラは接続できません。
TK-S555、TK-S565、TK-S575、TK-S576

15 ページ「仕様」の「適合カメラ」と接続してお使い
ください。

■強い電波や磁気の影響
ラジオやテレビの送信アンテナに近い所、変圧器、モー
ターなど強い磁気が発生するところ、トランシーバーや
携帯電話など電波を発生する機器の近くでは、画像にノイ
ズが入ることがあります。

■外部同期入力には正しい同期信号を入力してください。周
波数の異なる同期信号、ジッターなどをもつ同期信号を入
力すると、出力画像が乱れたり、同期結合しないことがあ
ります。

■モニターの影響について
白黒／カラーカメラ混合使用のシステムにおいて、使用す
るカラーモニターによっては、白黒カメラ画面に色ノイズ
が出ることがあります。これは、カラーモニターの性能に
よるもので、本機の故障ではありません。

■落雷などにより電源電圧が変動した場合、システム保護の
ため電源電圧が安定するまで操作できないことがありま
す。

正しくお使いいただくための
ご注意
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前面、背面
前面

背面

A [ 電源 ] 電源スイッチおよび表示灯
電源の入／切スイッチです。“入”側にすると表示灯が点灯し
ます。

B カメラ1～4表示灯
本機背面のカメラ入力 1 ～ 4 にカメラが接続されている場
合に点灯します。

メモ :                                                                                   
● 接続するカメラによっては、本機の電源投入直後に約 10
秒程度点滅することがあります。 また本機がスレーブの
場合、電源投入直後に約 30 秒程度点灯しませんが、故障

                                                                                                 
ではありません。

ご注意 :                                                                               
● 下記の状態になると、カメラ表示灯Bが点滅します。
電源スイッチAを切り、接続ケーブルやカメラに異常がな
いか確認してください。
･ カメラ入力にビデオカメラが接続されていない場合
･ カメラ入力に接続の同軸ケーブルが断線、または接触
不良になっている場合

･ ビデオカメラに過電流が流れ、ビデオカメラへの電源

                                                                                                 
供給を停止した場合

C 電源コード
商用AC100 V電源に接続します。

D [RS-232C]
ハ ー ド ディ ス ク レ コ ー ダ ー(VR-509/VR-516/VR-
777DXB) の RS-232C端子と接続します。

E [ リモート切換 ]リモート切換スイッチ
本機がマスタユニットまたはスレーブユニットかを設定し
ます。
（出荷時設定：マスタ）

F 設定切換スイッチ
スイッチ1～2：ユニット ID
本機をカスケード接続する場合に設定します。
“応用システム1～3”（ 10 ～ 13 ページ）

（出荷時設定：マスタ）

スイッチ3：カスケード終端

カスケード接続された最後の機器は、このスイッチを[ 終
端入 ] に設定します。

（出荷時設定： 終端切）

スイッチ4～8：オプション
サービス用です。切り換えないでください。

（出荷時設定： ）

G [ アラーム入力A 1～ 4] アラーム入力端子
アラーム入力時、あらかじめ設定されたカメラを制御しま
す。
無電圧メイク／ブレイク接点入力、入力幅70 ms以上。
アラーム信号の極性（メイク／ブレイク）などの設定は、リ
モートコントロールユニット (RM-P1000) で行います。
● 設定について詳しくは、RM-P1000の「取扱説明書」をご
覧ください。

各部の名称とはたらき

AB

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID
マスタ

スレーブ1
スレーブ2
スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先 リモコン 接続先 リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

アラーム入力 アラーム入力

GND GND

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4 1 2 3 4

C DEF

G H I J

K

LM O

N P R

Q S

スイッチ1 スイッチ2 ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

Ｎo. 信号名
1 NC
2 RXD
3 TXD
4 －
5 GND
6 －
7 －
8 －
9 NC

6 7 8 9

54321

内部で
結線

内部で
結線
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前面、背面（つづき）
背面

H [アラーム入力B／出力1～4]アラーム入力／出力
／セレクト出力端子
分割ユニット (SW-D410/SW-D1600)側のメニューで設
定します。
設定すると、アラーム信号入力端子、アラーム信号出力端子、
セレクト出力端子のいずれかひとつの端子として使用でき
ます。
● メニューの設定について詳しくは、SW-D410/SW-
D1600の「取扱説明書」をご覧ください。

●アラーム入力1～4の場合
アラーム入力端子になります。
無電圧メイク／ブレイク接点入力、入力幅70 ms 以上。
アラーム信号の極性（メイク／ブレイク）などの設定は、リ
モートコントロールユニット (RM-P1000) で行います。
● 設定について詳しくは、RM-P1000 の「取扱説明書」を
ご覧ください。

●アラーム出力1～4の場合
アラーム出力端子になります。
アラーム状態となったカメラ番号に対し、信号を出力しま
す。
約500 msの LOWパルスをオープンコレクタ出力。
DC 15 V、10 mA以下。

●セレクト出力1～4の場合
モニター出力端子で選択されたカメラ番号に対し、信号を
出力します。
約500 msの LOWパルスをオープンコレクタ出力。
DC 15 V、10 mA以下。

I [ システムアラーム ]アラーム出力端子
本機に接続されたカメラのうち、どれかひとつでもアラーム
状態になると信号を出力します。
アラーム期間中、オープンコレクタ LOW出力。
DC 15 V、10 mA以下。

J [ トリガ出力 ]トリガ出力端子
モニター出力がオート動作になると信号を出力します。
約500 msの LOWパルスをオープンコレクタ出力。
DC 15 V、10 mA以下。

K [GND]GND端子
アラーム機器など、外部機器の GND 端子と接続してくださ
い。

メモ :                                                                                  

                                                                                                 
● 使用可能電線 AWG22～ 28

L [ リモートA] リモートA入力端子
本機がマスタユニットの場合、リモートコントロールユニッ
ト RM-P1000 またはハードディスクレコーダーVR-516
と接続します。
スレーブユニットの場合は、マスタ側のSW-U1403の [ リ
モートB] 端子Mと接続します。

M [ リモートB] リモートB入力端子
本機（マスタ）をカスケード接続する場合、スレーブ側のSW-
U1403の [ リモートA] 端子Lと接続します。

各部の名称とはたらき
（つづき）

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID
マスタ

スレーブ1
スレーブ2
スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先 リモコン 接続先 リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

アラーム入力 アラーム入力

GND GND

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4 1 2 3 4

C DEF

G H I J

K

LM O

N P R

Q S
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N [ カメラ入力1～4] カメラ入力端子 (4系統 )
同軸多重方式のカメラ（通信制御カメラまたは非通信制御カ
メラ）と接続します。

9 ページ「基本システム」

ご注意 :                                                                               
● カメラ入力端子には、DC 21 Vが出力されます。適合ビデ
オカメラ以外のビデオカメラやモニター、映像機器などを
接続すると、接続した機器が故障する原因となりますので
絶対に接続しないでください。
適合カメラについては、“仕様”をご覧ください。 ( 15

                                                                                                 
ページ )

O [ カメラ出力1～4] カメラ出力端子 (4系統 )
各カメラ入力端子 N に接続したビデオカメラの映像が出力
されます。モニターやハードディスクレコーダーなどに接続
します。

P [ 同期入力 ]同期入力端子
同期信号を入力します。

Q [ 同期出力 ]同期出力端子
本機の電源が“入”で[同期入力]端子Pに信号が入力されて
いない場合、本機内部で生成した C.SYNC( コンポジットシ
ンク )信号が出力されます。
[ 同期入力 ] 端子 P に信号が入力されているときは、本機の
電源“入／切”に関係なく、同期入力信号をスルー出力しま
す。

R [ 外部入力 ]外部入力端子
本機を複数台使用するシステムの場合、カスケード接続する
SW-U1403のモニター出力端子Sと接続します。
“応用システム1～3”（ 10 ～ 13 ページ）

S［モニター出力 ]モニター出力端子
[カメラ入力1～4]または[外部入力]から選択されたカメ
ラ映像が出力されます。
7



準備

SW-U1403.book  8 ページ  ２０１６年１０月１４日　金曜日　午後５時３０分
付属のラックマウントブラケットは、本機を EIA ラックに取
り付けるための専用金具です。

1 本機の両側についているスクリュー(M4 × 10
mm) を、2本はずす

2 手順1 ではずしたスクリュー2本と、付属のスクリュー
(M4×10 mm)4本（計6本）で、ラックマウントブラ
ケットを上図のように本機の両側に取り付ける

ご注意 :                                                                               
● ラックマウントブラケットは、必ず付属のスクリューで取
り付けてください。付属のスクリュー以外の長いスク
リューや短いスクリューを使用すると、火災・感電や落下

                                                                                                                      
の原因となります。

3 底部の足（4箇所）のスクリューをはずす
4 付属のスクリュー(M5× 12 mm)4本でラックに
取り付ける

ご注意 :                                                                              
● ラックマウントに取り付けられた本機の上に、物を置かな
いでください。バランスがくずれて倒れたり、落下してけ
がや破損の原因となることがあります。

● ラックマウント取り付け時の放熱効果を上げるために、上
下にベンチレートパネル（別売）を必ず取り付けてくださ
い。

● 本機を 2 台重ねたり、本機の上にハードディスクレコーダー
やモニターなどをのせて使用しないでください。発熱のため
故障や誤作動の原因となることがあります。また、本機を発
熱する機器に近づけて使用しないでください。

● はずした底部の足は、スクリューと共に大切に保管してく
ださい。再度使用するときに必要です。違うスクリューを

                                                                                                                    
使うと、火災・感電の原因となります。

設置のしかた

（4箇所）

1

1

23

4

4

2

SYSTEM
CONTROL UNIT

SW-U1403
電源入

切

カメラ

SYSTEM CONTROL UNIT SW-U1403
電源

入

切

カメラベンチ
レート
パネル

EIAラック取付図

QUAD UNIT SW-D410
電源

入

切

カメラ

SYSTEM CONTROL UNIT SW-U1403
電源

入

切

SYSTEM CONTROL UNIT SW-U1403
電源

入

切

カメラ

カメラ

このように重ねて置かないでください。

ハードディスク
レコーダー

モニター

記録
開/閉

戻し

再 生 /一時停止記録 /停止アラーム解除キャンセルメニュー機 能

分割1/ 2/ 3/

6/

8/ 97/戻る

4/ 3/決定

O/HDD(DVD)

シーケンシャル

ワーニング

アラーム

スポット

シリアル

オペレート

映像出力 音声出力

タイマー/運用切換 ロック

HDD

再生停止

送り

スキップHARD DISK RECORDER VR-509
8



SW-U1403.book  9 ページ  ２０１６年１０月１４日　金曜日　午後５時３０分
TK-S685、TK-S686B、TK-S625、TK-S850などの同軸多重通信方式カメラを、4台まで接続できます。

ご注意 :                                                                                                                                                                                      
● 接続は、使用機器の電源を切ってから行なってください。
● 接続機器の「取扱説明書」をお読みのうえ、接続してください。

                                                                                                                                                                                                                                                      
● TK-S685、TK-S686B、TK-S625などとTK-A241は、カメラの「取扱説明書」をお読みのうえ、接続してください。

メモ :                                                                                                                                                                                           
● RM-P1000 のメニュー設定で、各入力チャンネルごとにカメラタイプを設定してください。カメラタイプは工場出荷時は全
て“非通信制御カメラ”に設定されています。詳しくは、RM-P1000の「取扱説明書」をご覧ください。

● RM-P1000のメニュー設定で、各入力チャンネルごとに接続ケーブルの種類と長さに合わせてカメラケーブル設定を行なっ
てください。 本機とカメラを接続している同軸ケーブルの損失を補償します。

● カメラを接続しない入力チャンネルは、必ずRM-P1000のメニュー設定にて、カメラタイプを“接続なし”に設定してください。
● SW-U1403とRM-P1000との接続は、RM-P1000に添付の接続ケーブル(5 m)をご使用ください。市販のケーブルを使

                                                                                                                                                                                                                                                      
用される場合は、LAN用ケーブル（カテゴリ5、ストレート、10 m以内）をご使用ください。

基本システム

モニター

リモートA

(RM-P1000添付ケーブル）

モニター
出力

リモートコントロールユニット
RM-P1000

OUTPUT3OUTPUT2
I

O

POWER

IN

OFF

IN

OFF

OUTPUT1

TK-A241 POWER SUPPLY UNIT

電源ユニット
TK-A241

カメラ1
TK-S685

カメラ2
TK-S686B

カメラ3
TK-S850

カメラ4
TK-S850

AC24V

AC24V

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID
マスタ

スレーブ1
スレーブ2
スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先 リモコン 接続先 リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4SW-U1403

カメラ入力
1～4

カメラタイプの設定は、
“カメラ設定について”をご覧ください。
（ 14 ページ）
9



準備

SW-U1403.book  10 ページ  ２０１６年１０月１４日　金曜日　午後５時３０分
SW-U1403を最大4台カスケード接続し、最大16台のカメラを接続できます。
また、リモートコントロールユニットから本機およびVR-516を制御できます。

メモ :                                                                                                                                                                                           
● SW-U1403のマスタとスレーブ、およびスレーブ間のリモートAとリモートBとの接続は、LAN用ケーブル（カテゴリ5、  ス
トレート、10 m以内）をご使用ください。

● モニターにSW-U1403のメニューを表示させるため、SW-U1403（マスタ）のカメラ出力１とVR-516のカメラ入力１を

                                                                                                                                                                                                                                                      
必ず接続してください。

応用システム1

RM SW

ON

OFF

SIGNAL
GND

POWER

AC IN 100V~

2
1

2

1

AUDIO OUTAUDIO IN VIDEO OUT

SPOT OUT

VGA OUT

CO
M

M
O

N
EM

ER
G

EN
CY

CL
O

CK
RE

SE
T

IN
CL

O
CK

RE
SE

T
O

UT
AL

AR
M

RE
SE

T
RE

C
O

UT
CO

M
M

O
N

W
AR

NI
NG

O
UT

CO
M

M
O

N
EX

T
RE

C
IN

O
PE

O
N/

O
FF

SP
OT

1
SP

OT
2

CO
M

M
O

N
RE

SE
RV

E
1

RE
SE

RV
E

2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

SERIAL RS-232CLAN

VIDEO IN 16151413121110987654321

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

THROUGH OUT

ALARM IN

OUTPUT3OUTPUT2
I

O

POWER

IN

OFF

IN

OFF

OUTPUT1

TK-A241 POWER SUPPLY UNIT

電源ユニット
TK-A241

カメラ1
TK-S685

カメラ2
TK-S686B

カメラ16
TK-S850

モニター

リモートA

リモートB

同期
出力

同期
出力

モニター
出力

カメラ入力13～16

カメラ出力13～16

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先リモコン 接続先リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

SW-U1403
(スレーブ3）

リモートA
同期
入力

モニター出力

外部入力

カメラ入力9～12

カメラ出力9～12

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先リモコン 接続先リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

SW-U1403
(スレーブ2）

リモートB 同期
出力

リモートA 同期入力

モニター出力

外部入力

カメラ入力5～8

カメラ入力1～4

カメラ入力1～16

カメラ出力5～8

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先リモコン 接続先リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

SW-U1403
(スレーブ1）

リモートB

リモートA 同期入力

VIDEO OUT RM SW

外部入力

カメラ出力1～4

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先リモコン 接続先リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

SW-U1403
(マスタ）

（RM-P1000添付ケーブル）

リモート
コントロール
ユニット
RM-P1000

ハードディスク
レコーダー
VR-516

AC 24V

AC 24V

1
ディップスイッチ
の1番ピンを下側
(HDR)にします。

カメラタイプの設定は、
“カメラ設定について”をご覧ください。
（ 14 ページ）
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SW-U1403.book  11 ページ  ２０１６年１０月１４日　金曜日　午後５時３０分
●応用システム１についての注意事項
● VR-516 のカメラ入力番号と SW-U1403 のカメラ出力番号は、必ず一致させてください。一致していない場合、VR-
516から正しく選択できません。

● SW-U1403以外のCCUを含んだシステムの場合、SW-U1403はVR-516のカメラ入力番号の若い順にまとめて接続
してください。

● CCU のカメラ入力端子にカメラを接続しない場合でも、VR-516 のカメラ入力番号はつめずに、空き番号としてくださ
い。
11



SW-U1403.book  12 ページ  ２０１６年１０月１４日　金曜日　午後５時３０分
準備
ハードディスクレコーダーとRS-232C接続をすることにより、リモートコントロールユニットからハードディスクレコーダー
を制御できます。

メモ :                                                                                                                                                                                           
● SW-U1403のマスタとスレーブ、およびスレーブ間のリモートAとリモートBとの接続は、LAN用ケーブル
（カテゴリ5、ストレート、10 m以内）をご使用ください。
● モニターにSW-U1403のメニューを表示させるため、SW-U1403（マスタ）のカメラ出力１とハードディスクレコーダーの

                                                                                                                                                                                                                                                      
カメラ入力１を必ず接続してください。

応用システム2

モニター

リモートA

（RM-P1000添付ケーブル）

リモートA

リモートB

リモートB

リモートB

リモートA

リモートA

同期
出力

同期
出力

モニター
出力

モニター
出力

モニター
出力

外部
入力

外部
入力

同期
出力
同期
入力

同期
入力

外部
入力

同期
入力

リモート
コントロール
ユニット
RM-P1000

ハードディスクレコーダー
VR-509/VR-516/
VR-777DXB

OUTPUT3OUTPUT2
I

O

POWER

IN

OFF

IN

OFF

OUTPUT1

TK-A241 POWER SUPPLY UNIT

電源ユニット
TK-A241

カメラ1
TK-S685

カメラ2
TK-S686B

カメラ16

AC 24V

AC 24V

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先リモコン 接続先リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先リモコン 接続先リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先リモコン 接続先リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先リモコン 接続先リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

SW-U1403
(マスタ）

SW-U1403
(スレーブ1）

SW-U1403
(スレーブ2）

SW-U1403
(スレーブ3）

カメラ入力5～8

カメラ入力1～4

カメラ出力1～4

カメラ出力5～8

カメラ出力9～12

カメラ出力13～16

カメラ入力9～12

カメラ入力1～16

カメラ入力13～16

市販のRS-232C
クロス
ケーブル

VIDEO OUT
COM

EXT REC

OUT
REC
SER

IN

OUT
RST
CLK

OUT
WAR

INCOMRST

OUT161412108642

15131197531

ALARM
13 169 12

5 81 4/ 16

EE OUT

AC IN(100V )

SCSI

RS-232C UPS 21

AUDIO OUT VIDEO OUT

21LAN

AUDIO IN

VIDEO IN

THRU OUT

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

SIGNAL GND

CAUTION
RISK OF ELECTRIC SHOCK

DO NOT OPEN

AVIS:RISQUE DE CHOC
ELECTRIQUE-NE PAS OUVRIR

1ディップスイッチの1番
ピンを上側(SW-U1403)
にします。

カメラタイプの設定は、
“カメラ設定について”をご覧ください。
（ 14 ページ）
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SW-U1403.book  13 ページ  ２０１６年１０月１４日　金曜日　午後５時３０分
リモートコントロールユニットを2台接続できます。

メモ :                                                                                                                                                                                           
● リモートコントロールユニット1（マスタ）とリモートコントロールユニット2（スレーブ）との接続は、LAN用ケーブル
（カテゴリ5、ストレート、100 m以内）をご使用ください。
● モニターにSW-U1403のメニューを表示させるため、SW-U1403（マスタ）のカメラ出力１とSW-D1600のカメラ入力１

                                                                                                                                                                                                                                                      
を必ず接続してください。

応用システム3

モニター 1

リモートA

リモートA

リモートA

リモートB

リモートB

リモートB

同期
入力

モニター
出力

モニター
出力

外部
入力

同期
入力

外部
入力

外部
入力

同期
出力

同期
入力

リモートコントロール
ユニット 1(マスタ）
RM-P1000

モニター 2

OUTPUT3OUTPUT2
I

O

POWER

IN

OFF

IN

OFF

OUTPUT1

TK-A241 POWER SUPPLY UNIT

電源ユニット
TK-A241

カメラ1
TK-S685

カメラ2
TK-S686B

カメラ16

16分割ユニット
SW-D1600

AC 24V

AC 24V

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先リモコン 接続先リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先リモコン 接続先リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

リモートコントロール
ユニット 2（スレーブ）
RM-P1000

SW-U1403
(マスタ）

SW-U1403
(スレーブ1）

カメラ出力1～4

カメラ出力5～8

カメラ出力9～12

カメラ出力13～16

カメラ入力1～4

リモートA

カメラ入力1～16

リモート入力1～16/分割リモート入力 /GND

モニター出力

モニター
出力

同期
出力

モニター
出力

同期
出力

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先リモコン 接続先リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

741 2 3 5 6 8

アラーム入力 アラーム入力

GND GNDRS - 232C

カスケード終端
終端切
終端入

ユニット ID

マスタ

スレーブ1

スレーブ2

スレーブ3

リモート切換

オプション

マスタスレーブ

リモート リモート

カメラ出力

カメラ入力

接続先リモコン 接続先リモート
リモート

同期 入力

同期出力 モニター出力

外部入力

システムアラーム

トリガ出力

出力

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

SW-U1403
(スレーブ2）

SW-U1403
(スレーブ3）

カメラ入力13～16

カメラ入力9～12

カメラ入力5～8
アラーム入力B(セレクト出力1～4）/トリガ出力 /GND

カメラ
入力

スルー
出力

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

9

9

10

10

11

11

12

12

13

13

14

14

15

15

16

16

映像

アラーム入力／リモート入力

セレクト出力／アラーム出力
スポット出力

モニター出力

アラーム入力B(セレクト出力5～8）

アラーム入力B(セレクト出力9～12)

アラーム入力B(セレクト出力13～16）

（RM-P1000添付ケーブル）

カメラタイプの設定は、
“カメラ設定について”をご覧ください。
（ 14 ページ）
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その他

SW-U1403.book  14 ページ  ２０１６年１０月１４日　金曜日　午後５時３０分
天井取付金具のスイッチ設定
TK-S685、TK-S686B、TK-S625 などのコンビネーショ
ンカメラのシステム接続切換スイッチのスイッチ4とスイッ
チ5およびCCU接続のスイッチ7は、下表の位置に設定し
てください。

カメラタイプの設定

カメラケーブルの設定

メモ :                                                                                   
● カメラケーブルの設定について詳しくは、RM-P1000の

                                                                                                 
「取扱説明書」をご覧ください。

ご注意 :                                                                               
● カメラによって、使用できる最大ケーブル延長距離が異な

                                                                                                 
ります。カメラの「取扱説明書」をご覧ください。

保証書の記載内容ご確認と保存について
この商品には保証書を別途添付しております。
保証書はお買い上げ販売店でお渡ししますので所定事項の
記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してくだ
さい。

保証期間について
保証期間は、お買い上げ日より 1 年間です。保証書の記載内
容により、お買い上げ販売店が修理いたします。なお修理保
証以外の補償はいたしかねます。
故障その他による営業上の機会損失は補償致しません。その
他詳細は保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理について
保証期間経過後の修理については、お買い上げ販売店にご相
談ください。修理によって機能が維持できる場合はお客様の
ご要望により有料にて修理いたします。

サービス窓口
● 下記URL をご覧ください。
http://www3.jvckenwood.com/pro/service.html

● カスタマーサポートセンター
（045-939-7320）

サービスについてのお問い合わせ先
修理・保守・設置工事については、お買い上げ販売店または最
寄りのサービス窓口にご相談ください。

修理を依頼されるときは
お買い上げ販売店、またはサービス窓口に次のことをお知ら
せください。

商品廃棄について
この商品を廃棄する場合は、法令や地域の条例に従って適切
に処理してください。

カメラ設定について

スイッチ4 スイッチ5 スイッチ7

カメラタイプ カメラ
通信制御カメラ TK-S625、TK-S685、TK-S686B、

TK-S686WPB、TK-S850
非通信制御カメラ TK-S215、TK-S215VP、

TK-S223B、TK-S549、TK-S810、
TK-S910、TK-S920、TK-S930、
TK-WD320、TK-S9200、
TK-S9300、TK-S2201、
TK-S2202、TK-S2301、
TK-S2302、TK-S2201WP、
TK-S2301WP、TK-S8201、
TK-S8301、TK-S8201WP、
TK-S8301WP

同軸ケーブル S（ショート） M(ミドル） L( ロング）
3C-2V 0m

～100m
100m
～200m

200m
～300m

5C-2V
(5C-FB)

0m
～150m

150m
～300m

300m
～500m

7C-2V 0m
～180m

180m
～360m

360m
～500m

保証とアフターサービス
について

品名 ：システムコントロールユニット
型名 ：SW-U1403
お買い上げ日 ：
故障の状況 ：故障の状態をできるだけ具体的に
ご住所 ：
お名前 ：
電話番号 ：
14
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■映像系

■制御系

■一般

■添付物・付属品
取扱説明書  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1
保証書 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1
安全上のご注意 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1
ラックマウントブラケット. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .2
スクリュー（M4×10 mm) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4
スクリュー（M5×12 mm) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4
■外形寸法図（単位 : mm)

※本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更するこ
とがあります。

仕様

適合カメラ
 プリセットカメラ：TK-S685、TK-S686B、

TK-S686WPB
 同軸多重カメラ ：TK-S685、TK-S686B、

TK-S686WPB、TK-S9200、
TK-S9300、TK-S9400、
TK-S2201、TK-S2202、
TK-S2301B、TK-S2302、
TK-S2401、TK-S2402、
TK-S2201WP、TK-S2301WPB、
TK-S2401WP、TK-S8201、
TK-S8301B、TK-S8401、
TK-S8201WP、TK-S8301WPB、
TK-S8303WP、TK-S8401WP

 リレーボックス ：RB-5129
カメラ入力 ：4系統 VB信号0.85 V(p-p)、 75 Ω、

BNC
（カメラ電源、同軸多重）

カメラ供給電源 ：DC 21 V、300 mA ( 最大）×4 系統
カメラ出力 ：4 系統 1.0 V (p-p)、 75 Ω、BNC
モニター出力 ：1 系統 VBS信号1.0 V (p-p)、 75 Ω、

BNC
外部入力 ：1 系統 VBS信号1.0 V (p-p)、 75 Ω、

BNC
同期入力 ：1系統 VS/VBS/BB信号1.0 V(p-p)

またはSYNC 0.3 V(p-p) ～ 4.0 V
(p-p)、 75 Ω、BNC

同期出力 ：1系統 
同期入力未入力時は、内部 SYNC 信号
を出力 0.3 V(p-p)、BNC
同期入力へ信号入力時および電源OFF
時は、同期入力信号をスルー出力

システムアラーム
出力 ：1系統 オープンコレクター出力

DC 15 V、 10 mA以下
トリガー出力 ：1系統 オープンコレクター出力

DC 15 V 、10 mA以下
パルス出力
パルス幅  約 500 ms

アラーム入力A ：4系統 メイク /ブレイク（パルス）接点
入力 パルス幅 70ms以上

アラーム入力B ：4系統 メイク /ブレイク（パルス）接点
入力 パルス幅 70ms以上

アラーム出力 ：4系統 オープンコレクター出力
DC 15 V、10 mA以下
パルス出力
パルス幅  約 500 ms

セレクト出力 ：4系統 オープンコレクター出力
DC 15 V、10 mA以下
パルス出力
パルス幅  約 500 ms
（アラーム入力 B、アラーム出力、セレ
クト出力は、同一端子で、メニューにて
機能を設定）

リモートA、B ：RS-485準拠（RJ45コネクタ）
RS-232C ：RS-232C準拠（D-SUB 9 ピン）

電源電圧 ：AC 100 V 50 Hz/60 Hz
消費電力 ：約7 W （単体時）

：約39 W （最大カメラ負荷時）
周囲温度 ：0 ℃～50 ℃（動作）

：0 ℃～40 ℃（推奨）
許容動作湿度 ：30 % RH～ 80 % RH
質量 ：4.1 kg
寸法 ：420 mm× 44 mm×350 mm

( 突起部含まず）（幅×高さ×奥行き）
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〒221-0022 神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-12

ホームページ http://www3.jvckenwood.com/

JVCケンウッド
カスタマーサポートセンター

〒221-0022　神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-12

ご相談窓口におけるお客様の個人情報は、お問合せへの
対応、修理およびその確認に使用し、適切に管理を行い、お
客様の同意なく個人情報を第三者に提供または開示するこ
とはありません。

携帯電話・PHS

一部のIP電話など

FAX

固定電話

0570-010-114
045-450-8950
045-450-2308

0120–2727–87

SW-U1403.book  16 ページ  ２０１６年１０月１４日　金曜日　午後５時３０分


	はじめに
	特長
	正しくお使いいただくための ご注意
	各部の名称とはたらき

	準備
	設置のしかた
	基本システム
	応用システム1
	応用システム2
	応用システム3

	その他
	カメラ設定について
	保証とアフターサービス について
	仕様



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


